石頭系の禅について
石井修道
　道元が入宋して天童如浄の曹洞系の法を伝えたことは、周知のことである。その後に日本で構築した道元禅の性格について、私は「道元禅為什麽没有在中国産生」（『中国禅学』第４巻、２００６年）で明らかにしたように、いかに中国禅を純粋化しようとも道元禅は生まれてこない日本的展開が存在するとした。禅宗史上を席捲した大慧宗杲によって大成された看話禅と全く相違することは自明としても、宏智正覚が大成した黙照禅を克服したのが道元禅と主張し続けた。また、『道元禅の成立史的研究』（大蔵出版、１９９１年）に明らかにしたように、鈴木大拙がいう画期的な中国禅思想のいずれとも道元禅は与しないことを述べた。特に唐代禅の主流となった馬祖禅とは異なることを近年明らかにしてきているが、２０１３年に出版した『石頭』（臨川書店）において、天童如浄に継承される石頭系の禅と道元禅の類似性を述べた。今回はその石頭系の禅の特色を論じてみたい。
